
「生活支援コーディネーター」の取り組みを紹介します
問長寿課　☎22-1361

　住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちづくりを推進するため、現在市内５地区で
「生活支援コーディネーター」が活動しています。地域ごとの課題や必要な支援について、地域
の方々とともに意見を出し合い、さまざまな活動をつなぐ調整役として活動しています。

　昨年度は斎川地区で五つ目
のサロンの立ち上げを支援し
ました。また各地区で健康講
座を開催し、住民の健康増進
に努めました。
　斎川地区は他の地区と比べて高齢化が進んでいる
地区で、買い物や通院の移動手段の確保が大きな課

題です。先進地の視察など
をしながら、解決の道を模
索していきます。
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◀生活支援体制整備事業を総括
する推進協議会での活動報告

市ボランティア連絡協議会で▶
の活動事例発表

　大鷹沢地区では、昨年の台
風19号や新型コロナウイル
スの影響で行事など自粛が続
いていますが、住民それぞれ

がグループで活動しており、その様子を取材して広
報紙でお知らせしてきました。これからも皆さんの
活動を見守りつつ、公民館などを会場に、誰でも自
由に集まり好きなことをし
て過ごせる居場所づくりに
取り組みたいです。
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◀地区内のさまざまな活動をま
とめた「お宝マップ」を作成

　昨年11月に三住地区でサ
ロンを立ち上げました。普段
なかなか会えない地域の方々
が集まり、楽しく過ごしてい
るとの声をいただいています。今は活動を自粛して
いますが、元気にしているか互いに気に掛けるなど、
地域のつながりが強くなったと感じています。各サ

ロンの代表者で意見交換会
を開催し、よりよい活動に
つなげたいと思います。
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　前任から引き継ぎ４月に着任しました。新型コロナウイルス
の影響がありますが、コーディネーターの研修などで学びなが
ら、サロンの立ち上げや地域行事の支援に取り組んでいきたい
と思います。
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　小原地区の行事などを取材
し、これまで情報紙を24回
発行してきました。昨年度は
地域サロンの立ち上げにも関

わり、新しく２地区でスタートすることになりまし
た。普段あまり出歩かない人も、サロンを楽しんで
いらっしゃるようです。
　今後は各サロンの代表者
が集まり、情報交換・共有
できる場をつくっていきた
いと思います。

【小原地区担当】
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サロン立ち上げの打ち合わせ▶
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